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ショートアンテナやミドルアンテナでの通信距離は短くなる場合があります。

磁気カードを無線機の近くに置かない
でください。磁気カードのデータが消
去されることがあります。

インバーターを搭載した電子機器や照
明器具などの周辺、ハイブリッドカー
や電気自動車などの車内や周辺ではノ
イズの影響で電波障害を受けることが
あります。

別売オプションの乾電池ケースEDH-38の使用方法を説明します。



芦部の名前とはたらき I 
前園部 ……•• • •……•• • •…• • • •…••...………• • •…•• • •…•• • •……•• 

レ／
／

認訂ミドル／ショ ー ト）
アンテナは外れないようになって
います。

PTT（送信2キ「＿鯛よ嘉I目三、［し勺し—:“`
示します。

キ ーパッド
電 源 の ON /OFFや
チャンネル、音塁、各
種設定など に使用し
ます。

只［塁閏。 □□／ 攣ここ］り※イラストは、ショ ートアンテナタイプです。

0 :
。
イク部にシー ル類を貼り付けないでください。相手に通話音声が聞こえなくなリま

上面部•• • •…....…•• • •………• • •……• • •…•• •……•...……•• • • •…•• •
アンテナ マイク端子

汀霞言デ：
端子です。(¢25 )
外部マイクを接続する

岱だ9了部ス／：：

一＼
＼

猛認言受信 中
接続する端子です。（の3.5） は緑色に点灯します。

ディスフレイ………………………………………………………

キ ー ロック
秘話機能 VOX 

ファンクション B甜5り
U-B8ii_,, Sメーター

チャンネル グルー プ番号
※ 説明のないアイコンは本機では使用していません。

チャンネル表示について…………………………………………

レ ジャー、ビジネス両方の20 チャンネルを搭載しています。

O f機にはテールノイズキャンセラー機能を搭載しており受信終了時の「ザッ」というノイズが
氏減されています。
（テールノイズキャンセラー椴能を搭載した機器問の通話においてのみ有効）
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各種機能を用途やお好みに合わせてカスタマイズすることができます。
セットモー ドにする………………………………………………

①[FUNC]キ ーを押しながら[GROUP]キ ーを
押します。
→セットモード に入り、項目が表示されます。

②[GROUP]キ ーを押すごとに項目が切り替わ
ります。
[FUNC]キーを押すと前項目に戻ります。

③CH［▲／▼］キーを押して設定値を変更します。
④[PTT]キーを押して設定を完了します。

。セットモー ドについての詳しい内容や、本書に記載していない上級セットモー ドについ
ては弊社ホームページをご覧ください。
http://www.alinco.eo.jp/「電子事業」

四3 『UNC]キーを押しはじめたらすぐに[GROUP]キーを短く押してください。[FUNC]
キーを長く押す、または[FUNC]キーと[GROUP]キーを同時に長く押すとキーロック
する操作になりますのでこ＊注意卜さい。

基本操作
本機の基本となる操作方法を説明します。カスタマイズ方法や拡張機能については弊社ホー ムベー

ジ

をこ覧ください。

■電源を入れる

［の］キーを約2秒間押します。
電源を切るときも同じ操作をします。

■音量を調整する

VOL［▲／▼］キーを押す

ディスプレイに音璽レベル「vol-15」が表示されます。
キーを押すと「ピッ」という音が聞こえますので適切
な音量に調整してください。
音量調整は 0~ 30 の 31段階で、初期状態は「15」
に設定されています。
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■チャンネルを合わせる

CH[▲/....]キーを押す ' n , 

靡芦誓詞仁言麿虞望溢雷� I
L L』 9 

注意して合わせてください。

信

〇謬
キ
；ょ胃尺畠霜ご：謬」望言竺霜己苗皇の目安となります。適切な

音塁に調整してください。

■受信する
信号を受信するとスピーカーから相手の声が聞こえます。

インジケータ ーが緑色に点灯し、ディスプレイの Sメータ ーが信号の強さに応じて点灯し
ます。

■送信する

信号を受信していないことを確認してから[PTT]キ
ーを押し示す。

インジケ ータ ーが赤色に点灯し、Sメータ ーも同時に
点灯します。

[PTT]キーを押しながら、マイクに向かって話します。

〇「定の強さ以上の信号を受信しているときは、警告音「ププブ」が0月り送信できません。（キャ
Jアセンス）

[PTT]キーを離すと、受信待ち受け状態になります。

： 

コ ールトーン機能……………………………………………………

送信中にCH［▲／▼］キーを押すと呼び出し音が鳴り相手を呼び出すことがで
きます。
［▲］と［▼］キーでは音色が異なります。

〇ピープ音をOFFにしているとき、呼び出し音は嗚りません。

グルーフトーク機能…………………………………………………

同じグループの人とだけ通話したいときは、グループトーク機能を使用します。
| l1|||\— -

①[GROUP]キーを押す

グルーフ番号が点灯します。

②グルー プ番号を合わせる

③送信する

[FUNC]キーを押しながら CH［▲／▼］キーを押し ー一
開言よ言ンシーバーをす

べ
て同じ L□S-[I l 

信

[PTT]キーを押しながら、マイクに向かって話します。
同じチャンネル、同じグループ番号の相手とだけ通話できます。

〇靡二言
―

＿彦に認悶認賢虞匹贔音は聞こえますが、グループ
トーク機能を設定している グループとは通話できません。

〇亨製品と組み合わせて使用した際に、トーン信号の精度差により遼話が途切れること
力あります。
このような場合は別のグループ番号に設定変更して通話をお試しください。

キー ロック…••..…•••……• • •………•..…•• • •…....………• • •……•.. 
キー ロックしておくと誤操作を防止できます。
●簡場キー ロック（音量裳史口」能）

[FUNC]キーを約2 秒押します。
「Locl」が点滅した後、「OT」が点灯します。

解除するには同じキー操作をします。

●通常キー ロック（音量裳史小可）

[FUNC]キ ーと[GROUP]キーを同時に約2 秒押し
ます。
「Loc2」が点滅した後、「OT」が点灯します。

解除するには同じキー操作をします。
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電池残量表示…………………………………………………………

電池の残量が少な くなるとバッテリ ー マ ー ク が
「仁」表示になり、電池の交換時期が近づいている
ことをお知らせします。さらに残量が少なくなると 一一
「c::::」表示になります。「c::::」表示になった場合 ' 9 9L 
製心言＼：

ーを充竜、もしくは新しい竜池と交換し LU_, 

〇
で電源が入らない」「オンオフを繰り返す」「 ディスプレイの表示が消える」などの症状が出た楊
ロも電池の消耗が考えられるため、バッテリ ーを充電、もしくは新しい電池と交換してくださ
い。

セットモー ド I 
セットモー ド 機能説明 選択項目 初期値

bt 電池選択（リチウムイオン／アルカリ乾電池） Li/ AL L i  
CP コンパンダー（バックノイズ低減） OFF/ON OFF 
VO vox（音声検出自動送信） OFF/ LO/ HI OFF 
SC 秘話 OFF/ON OFF 
bP ビープ音 （キー操作音、各種アラーム音） OFF/l ~5 l 
EP エンド ピー（送信終了音） OFF/ON OFF 
bL ベル（呼び出しお知らせ） OFF/ON OFF 
LP ランプ OFF/5秒／ON 5秒
PH PTTホールド（送信保持） OFF/ON OFF 
Pt PTTオンオフ（送1言禁止） OFF/ON ON 
Er イヤホン断線検知 OFF/ON ON 
Cb コールバック OFF/ON OFF 
Po 送信出力(Hil OmW/Lo:l mW) Lo/ Hi Hi 

EmG 緊急通報機能(「SET/E」長押しで通報） OFF/ON OFF 

リセット……....…•••……• • •………...…....…•• • •………...……• • • 

I 故障とお考えになる前に I 
症状 原因 処•

竃源が入らない。 電池が消耗している。 新しい電池と父換してください。
表示が消える。 バッテリ ーパックを充電してくだ

さい。
電池の入れ方 が間違ってい 電池を正しく入れ直してください。
る。

音が出ない。 音皇が低すぎる。 適切な音昌に調整してください。
受信しない。 チャンネルが違う。 同じチャンネルに合わせてください。

グループ番号が違う。 同じグルー フ番号1L合わせてください。
送信できない。 信号を受信している。 信号がなくなってから送信するか、

チャンネルを変更してください。
3分の通信時間制限を超過 [PTT]キーを離し、2秒経過してか
している。 ら送信してください。
PTTオンオフ機能がOFFに PTTオンオフ機能をONに設定し

なっている。 てください。
キー操作できな キーロックされている。 キーロックを解除してください。
い。
充電しない。 充電端子が汚れている。 充電端子の汚れを乾いた布で拭き

取ってください。
バッ丁リ ーパックがきちん バップリ ーパックを正しく入れ直
と装着されていない。 してください。

処置を実施しても異常が続くときはリセットしてください。
電池が消耗しているとまれに誤動作することがあります。バッテリ ーを充電もしくは
新しい電池に交換してください。

『1 11店冷‘`！可1E荘『』k糾占と却l日かl,K.. 
生産終了製品に関しては下記の一定期間補修用部品を常備しています。
不測の事態により在庫がなくなり、修理ができない場合もありますのでこ
了承ください。
補修用部品の保有期間は生産終了後5年です。

オフション一覧 I 
EBP-80 リ チウムイオンバッテリ ーパック ( 3.7V980 mAhスペア）
EDC-182 充電スタ ンド （スペア）
EDC-139 ACアダプタ ー（スペア）
EMS-59(※l) スピーカーマイク
EME-46A ヘッドセット
EME-6 ストレ ートコ ードイヤホン（オープンエア）
EME-26 カールコードイヤホン（オープンエア）
EME-50 ストレ ートコ ードイヤホン（耳かけ型）
EME-52A イヤホンマイク（オープンエア）
EME-53A(※2) ヘルメット用ヘッドセット
EME-34A イヤホンマイク（カナル型）
EME-21 A イヤホンマイク（グレ ー）
EME-21 A B  イヤホンマイク（ブラック）
EME-49A イヤホンマイク（オープンエア）
EME-39A 咽喉イヤホンマイク
EME-29A イヤホンマイク（耳かけ型）
EME-57A イヤホンマイク（カナル型耳かけ）
EME-3DA イヤホンマイク（ブ ー ム 型）
EME-51 A イヤホンマイク（耳かけ型）
EME-31 A イヤホンマイク（マイクロ）
ESC-55 ソフ トケース
EDH-38 乾電池ケース

(※ l)スピーカーマイクは、 PTTホールド機能、VOX機能が使用できません。
(※ 2)バイク用ヘルメットには使用できません。

e エンドピー （送信終了音）は送信側から発せられるため、機能をON/OFFする際は送信側
機器を設定してください。

設定状態がわからなくなったときに初期化し
ます。

[FUNC]キーを押しながら竜源を入れます。
ディスフレイ全点灯中に[FUNC]キーを離します。
工場出荷状態の「LOl 」になります。

目中継秘話On信国

nn幻'� !

80088! 
その他の機能 I 

本書に記載していない拡張機能については弊社ホー ムペー

ジ

をこ覧ください。
http://www.alinco.eo.jp/→「電子事業」

デュアルオペレーションモー ド

メイン／サブの2つのチャンネルを1秒ことに交互受信し、そのどちらとも通話することがで
きるモード です。1台のトランシーバーで2台のはたらきをします。

e 円って拡張橙能に切り替わり、ディスプレイにおかしな表示が出たときは電源を入れ直すか
jセットすることで正常な状態に回復することがあります。

送受信周波数 レジャーチャンネル I 422 2000~422 3000MHz 
ビジネスチャンネル I 422 0500~422 1750MHz 

電波型式 F3E(FM) 
送 信出力 lOmW/l mW 

受 信感度 -l 4dBu (l 2dB SINA□) 
音声出力 lOOmW以上
通信方式 単信方式
定格電圧 D C  37V /45V 
動作漏席範囲 -10℃ ~ +50℃ （但し充電は0℃~+40℃ )
寸 法 55(W)X93.B(H)x 18 B(D)mm（突起物除く）

アンテナ長さロング150mm／ミドル72mm／ショ ー ト36mm
重 量 約llOg（バッテリ ーパック含む）

仕様・定格は予告なく変更する場合があります。
本書の説明 用イラストは、実物とは字体や形状が異なったり、一部の表示を省略して
いる場合があります。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源キー 

約２秒長押しすると電源

が入ります。 

電源を切るときも同じで

す。 

アンテナ

アンテナは外れません。

GROUP キー 

グループトーク設定時に押し

ます。 

CH[▲/▼]キー 

チャンネルを合わせるときに

押します。

※長押し操作可能。

音声通話の明瞭度を上げたいときは・・・ 

バックノイズを低減させる“コンパンダー機能”を設定する。 

① [FUNC]キーを押しながら[GROUP]キーを押し

ます。

⇒ディスプレイが『ｂｔ-Li』と表示されます。

② [GROUP]キーをもう一度押します。

⇒ディスプレイが『CP-oF』と表示されます。

③ CH[▲/▼]キーを押してディスプレイを

『CP-oｎ』に変更します。

④ PTT(送信)ボタンを押して設定を完了します。

※通話相手も同様に設定してください。当機能が無い機種が通話相手の場合は OFF に設定してください。

PTT(送信)ボタン 

押しながら話します。 

ボタンを離すと受信待ち

受け状態に戻ります。 

［FUNC］キー 

各種機能設定を設定すると

きに使用します。 

※約２秒押すとキーロック

(誤操作防止設定)を設定で

きます。

解除も約２秒長押し。

イヤホン/マイク端子

イヤホンマイクやスピーカー

マイクを接続する端子です。

設定状態がわからなくなったときは・・・ 

リセット（初期化）をする。

① 電源キーを約２秒押して電源を切ります。

② [FUNC]キーを押しながら電源キーを押して電源を入れます。

③ ディスプレイ表示が全て点灯中に[FUNC]キーを離すと、工場出荷状態(初期化)します。

VOL［▲/▼］キー 

音量の調整時に押しま

す。 

※長押し操作可能。




